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【研究の名称】 

糸魚川山之坊地域における角閃石岩類の起源とコスモクロア輝石との成因関係に

ついての研究 

【背景と目的】 

鈴木・大木(2019)によって糸魚川市山之坊露頭にてコスモクロア輝石が発見され

た。Sakamoto and Takasu(1996)で紹介されている大佐山のコスモクロア輝石や鈴

木・大木(2019)で紹介されている山之坊露頭のコスモクロア輝石等、コスモクロア

輝石は角閃石岩中に産出すると報告されることが多い(本研究では、アクチノ閃石、

藍閃石など、様々な角閃石のみで構成された岩石のことを”角閃石岩”と呼ぶこと

とする。)。Takasu et al. (2022) 他様々な先行研究により、コスモクロア輝石の

形成過程についての考察がなされているが、関連鉱物である角閃石の形成過程につ

いての考察が十分に進んでいない。よって、本研究では糸魚川山之坊地域に産出す

る角閃石岩類とその周辺岩石との関係を調査することにより、角閃石岩類の起源を

検討すること、また、糸魚川山之坊露頭に産出するコスモクロア輝石と角閃石岩類

の産状を調査し、角閃石岩類とコスモクロア輝石との成因関係を検討することを目

的とした。 

【研究内容】 

本研究では、新潟県糸魚川市山之坊コスモクロア輝石露頭周辺の地域、東西約5km、

南北約2kmの範囲と横川を中心に計22日間野外調査を行い、露頭・転石の記載、マッ

ピング、サンプル採取、スケッチ、写真撮影を行った。また、フォッサマグナミュ

ージアム、翡翠園、玉翠園に所蔵されている岩石を観察させていただいた。採取し

たサンプルから薄片を作成し偏光顕微鏡による観察を行った。角閃石と周囲の岩石

についてはSEM-EDSを用いた分析を行い、鉱物の化学組成の検討を行った。サンプル

に含まれるジルコンを用いてICP-MSによりジルコンU-Pb年代測定を行った。上記の

得られたデータをもとに、角閃石岩類の起源、角閃石とコスモクロア輝石との成因

関係について考察した。 

【研究のまとめ】 

調査の結果から、山之坊コスモクロア輝石露頭周辺地域に分布する角閃石岩はヒ

スイ輝石岩、曹長岩と蛇紋岩と接する境界や内部の脈に産出することが確認できた。



また、薄片観察により、角閃石岩を構成する角閃石はCaに富むType1とNaに富むType2

に分けられ、Type2の形成タイミングはType1より新しいことが確認できた。コスモ

クロア輝石については、Type2の角閃石と同時期に形成されたことが確認できた。山

之坊地域で得られた曹長岩サンプルに含まれるジルコンのU-Pb年代は494±3 Maで

あり、ジルコンの微量元素測定結果から、これは源岩の火成活動の時期を示すと考

えられる。 

以上の事象より、角閃石岩、曹長岩、ヒスイ輝石岩、オンファス輝石岩の形成は

ステージ0、ステージ1、ステージ2の3つのステージに分けられる。ステージ0の源岩

はジルコンU-Pb年代測定結果および微量元素測定結果から火成岩であると考えられ

る。続いてステージ1では、薄片の観察結果からヒスイ輝石、粗粒な曹長石、Type1

の角閃石が形成されたと考えられる。最後にステージ2では、細粒な曹長石、Type2

の角閃石、コスモクロア輝石、オンファス輝石が形成されたと考えられる。 

形成ステージから、角閃石とコスモクロア輝石の形成過程を考察した。Type1と

Type2の角閃石はどちらも珪長質火成岩から変成した曹長岩やヒスイ輝石岩とかん

らん岩との間の反応縁であると考えられる。Type1の角閃石は主にCa、Type2の角閃

石は主にNaの元素の拡散によって形成されたと考えられる。また、コスモクロア輝

石はType2の角閃石形成時に、クロム鉄鉱を核として形成されたと考えられる。 

 

Fig. 1. 調査地域の岩石分布マップ。※未調査範囲は地質図副小滝を引用（長森ほか 2010） 



 

Fig. 2. 糸魚川市で見られる角閃石、コスモクロア輝石の形成モデル図。 
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